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自
転
車
は
、
環
境
に
や
さ
し
い

乗
り
物
で
す
。
し
か
し
、
利
用
者

の
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
違
反
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
り
、
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
自
転
車
安
全
利
用
講
習
会

　
自
転
車
を
安
全
に
利
用
す
る
た

め
の
、
交
通
安
全
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
自
転
車
購
入
費
補
助
金

の
申
請
を
す
る
に
は
、
本
講
習
会

の
受
講
が
必
要
で
す
。

　
自
転
車
利
用
の
マ
ナ
ー
を
知
り

た
い
人
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

や
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
の
試

乗
が
し
た
い
人
も
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
自
転
車
購
入
費
補
助
金

の
詳
細
は
、
都
市
計
画
課
ま
た
は

本
紙
昨
年
４
月
１
日
号
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
と
き
　
２
月
　
日
松
、
３
月
　

２６

１９

日
松
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

　
分
３０●

と
こ
ろ
　

講
義
糸
市
民
会
館
、

実
地
糸
市
役
所
駐
車
場

●
申
し
込
み
　
希
望
日
の
３
日
前

ま
で（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、
電
話

で
都
市
計
画
課
へ

■
自
転
車
安
全
整
備
制
度

　
自
転
車
で
歩
行
者
を
は
ね
て
、

死
亡
さ
せ
た
り
重
傷
を
負
わ
せ
た

り
し
た
場
合
、
数
千
万
円
の
賠
償

金
が
生
じ
る
判
決
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
自
転
車
運
転
者

が
ど
ん
な
人
で
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
も
し
も
の
た
め
に
、

「
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
」に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

●
内
容
　
自
転
車
安
全
整
備
士
の

点
検
・
整
備
を
受
け
た
自
転
車
へ

の
保
険
　

補
償
額
▼
相
手
に
損
害

を
与
え
て
し
ま
っ
た
と
き
糸
最
高

２
０
０
０
万
円
、
自
分
が
重
度
の

傷
害
を
負
っ
た
り
入
院
し
た
り
し

た
と
き
糸
一
定
の
金
額
　

有
効
期

間
糸
１
年（
毎
年
更
新
す
る
必
要

あ
り
）　
費
用
糸
１
５
０
０
円
程

度（
防
犯
登
録
が
必
要
。
有
効
期

間
８
年
）

　
な
お
、
市
で
は
、
自
転
車
安
全

整
備
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
ア
テ
ネ
・
北
京
と
五
輪
二
連

覇
を
果
た
さ
れ
た
谷
本
歩
実
さ

ん
が
、
現
役
選
手
を
引
退
さ
れ

ま
し
た
。
激
し
い
練
習
や
試
合

に
よ
る
故
障
が
重
な
り
、
今
後

は
女
子
柔
道
の
コ
ー
チ
と
し
て

再
出
発
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

ま
だ
　
代
で
残
念
で
す
が
、
頑

２０

張
り
屋
の
彼
女
が
悩
み
抜
い
た

 揚
 げ
 句
 の
結
論
を
、
わ
た
し
た

あ
 

く

ち
は
温
か
く
応
援
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
多
く
の
安
城
市
民
は
、
テ
レ

ビ
を
通
じ
て
彼
女
の
 華
  麗
 な
活

か
 れ
い

躍
を
ご
覧
に
な
り
、
無
敵
の
強

い
女
性
の
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
も

ち
ろ
ん
わ
た
し
も
そ
ん
な
イ
メ

ー
ジ
を
持
つ
も
の
の
、
彼
女
の

真
の
評
価
は
、
五
輪
の
ひ
の
き

舞
台
で
の
活
躍
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
至
る
過
程
の
中
に
見
出

し
て
あ
げ
た
い
、
そ
ん
な
気
持

ち
で
い
ま
す
。

　
か
つ
て
五
輪
初
出
場
を
賭
け

た
全
日
本
大
会
で
早
期
に
敗
退

さ
れ
、
一
度
は
失
意
の
日
々
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
こ
か
ら
立
ち
直
り
、
別
の
大

会
で
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
ア
テ

ネ
へ
の
出
場
権
を
獲
得
さ
れ
た

こ
と
。
ま
た
、
北
京
に
向
け
た

猛
練
習
で
腰
を
 怪
  我
 さ
れ
、
立

け
 
が

ち
上
が
る
の
も
や
っ
と
の
状
態

で
、
五
輪
に
臨
む
と
い
う
不
幸

も
あ
っ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
彼
女
の
真
の
素
晴
ら
し
さ
は
、

こ
う
し
た
挫
折
や
逆
境
の
中
か

ら
気
持
ち
を
立
て
直
し
、
再
び

前
向
き
に
生
き
て
ゆ
こ
う
と
さ

れ
る
、
そ
の
柔
軟
で
 強
 
き
ょ
う

 靭
 な
精

じ
ん

神
に
あ
る
と
わ
た
し
は
感
じ
て

い
ま
す
。
彼
女
を
育
て
ら
れ
た

ご
両
親
や
恩
師
の
皆
さ
ん
か
ら
、

柔
道
を
習
う
と
と
も
に
、
人
と

し
て
の
生
き
る
基
本
姿
勢
を
し

っ
か
り
学
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
彼
女
か
ら
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
へ
、
貴
重
な
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
精
神
を
お
話
し
い
た
だ
き
た

く
、
市
制
　
周
年
の
記
念
講
演

６０

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
よ
く
お
受
け
い
た
だ
け

た
こ
と
を
、
本
当
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。
指
導
者
と
し

て
若
い
後
輩
ら
の
育
成
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
の
市
民
も
元
気

づ
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
幸

い
で
す
。

　
彼
女
の
第
二
の
人
生
に
、
幸

多
き
こ
と
を
心
よ
り
祈
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
勇
気
と
感

動
を
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま

で
し
た
。

自
転
車
の
安
全
利
用
を

お
願
い
し
ま
す

■問 
▼
都
市
計
画
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
３
）

７１

昨昨年１０月 谷本歩実さんが市役所へ引退報昨年１０月　谷本歩実さんが市役所へ引退報告告

　
秋
葉
公
園
内
秋
葉
い
こ
い
の
広

場
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
、
４
月
か
ら

新
た
に
、
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

（
環
境
学
習
拠
点
施
設
）と
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
施
設
を
イ
メ
ー

ジ
で
き
、
親
し
み
を
持
っ
て
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

●
施
設
概
要
　
環
境
学
習
講
座
の

開
催
、
環
境
情
報
の
閲
覧
や
学
習
・

体
験
・
展
示
、
環
境
団
体
へ
の
活

動
支
援
、
情
報
発
信
な
ど

●
対
象
　
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人

●
賞
　
特
賞
１
点（
１

万
円
相
当
の
商
品
券
）、

入
賞
３
点（
５
０
０
０

円
相
当
の
商
品
券
）

●
注
意
事
項
　
①
特
賞
・

入
賞
作
品
の
著
作
権
は

本
市
に
帰
属
し
ま
す
　

②
応
募
作
品
は
返
却
し

ま
せ
ん
　
③
応
募
後
の

作
品
変
更
や
審
査
内
容

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
に
は
応
じ
ま
せ
ん

●
応
募
方
法
　
１
月
５

日
昌
～
　
日
晶
に
、
愛

２８

称
と
簡
単
な
説
明
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

　
　

月
　

日
、
平
成
　

年
第
３
回

１１

２９

２２

臨
時
会
を
開
催
し
、「
市
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
」

な
ど
５
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
た
ほ
か
、
２
件
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

■
市
職
員
の
給
料
表
、
期
末
・
勤

勉
手
当
と
特
別
職
の
期
末
手
当
に

つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公
務

員
の
給
与
の
改
定
に
準
じ
、
次
の

と
お
り
改
定
し
ま
し
た
。

●
市
職
員（
再
任
用
職
員
以
外
）　

給
料
月
額
を
引
き
下
げ
、
期
末
・

勤
勉
手
当
を
年
間
３
・
　
か
月
分

９５

（
改
定
前
４
・
　
か
月
分
）に
引
き

１５

下
げ

●
市
職
員（
再
任
用
職
員
）　
給
料

月
額
を
引
き
下
げ
、
期
末
・
勤
勉

手
当
を
年
間
　
か
月
分（
改
定
前

２．１

　
か
月
分
）に
引
き
下
げ

２．２●
特
別
職（
議
員
・
市
長
な
ど
）　

期
末
手
当
を
年
間
２
・
　
か
月
分

９５

（
改
定
前
　
か
月
分
）に
引
き
下
げ

３．１

話
番
号
、
職
業
ま
た
は
学
校
名
を

記
入
し
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
環
境
首
都
推
進
課

（
〒
　－

８
５
０
１
住
所
記
載
不

４４６
要
／
胃〈
　
〉１
１
１
２
／kanky

７６

o@
city.anjo.aichi.jp

）へ

　
月
臨
時

１１市
議
会
か
ら

■問 
▼
議
事
課

（
緯〈
　
〉２
２
５
２
）

７１

市
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
の

愛
称
募
集

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

名
称
・
代
表
者
氏
名
）
を
記
入
し
、

左
記
の
い
ず
れ
か
で
提
出
。

※
電
話
で
の
意
見
提
出
は
不
可
。

個
別
に
は
回
答
し
ま
せ
ん
。

①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
基
本
計
画（
案
）

●
内
容
　
市
の
行
政
運
営
・
市
民

サ
ー
ビ
ス
へ
の
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報

通
信
技
術
）推
進
の
基
本
的
な
考

え
方
な
ど
を
示
し
た
計
画
で
す

②
安
城
市
食
料
・
農
業
・
交
流
基

本
計
画（
中
間
見
直
し
）（
案
）

●
内
容
　
農
業
が
支
え
る
、
安
全

で
安
心
な
暮
ら
し
づ
く
り
を
実
現

す
る
た
め
の
計
画
で
す
。

　
策
定
か
ら
５
年
を
経
過
し
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
を
検
証
。
目
標
を

達
成
し
た
施
策
や
指
標
な
ど
を
見

直
し
ま
し
た

■
計
画（
案
）を
閲
覧
す
る
に
は

●
と
き
　
１
月
７
日
晶
～
２
月
７

日
捷
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

　
分（
閉
庁
・
休
館
日
を
除
く
）

１５●
と
こ
ろ
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課

（
①
の
み
）、農
務
課（
②
の
み
）、市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
中
央
・
各
地

区
公
民
館

※
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲

載
。

■
意
見
を
提
出
す
る
に
は

　
１
月
７
日
晶
～
２
月
７
日
捷
に
、

住
所
・
氏
名
（
法
人
の
場
合
は
、

■問 
▼
情
報
シ
ス
テ
ム
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
７
）

７１
農
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
３
）

７１

食料・農業・交流基本計画（案）ＩＣＴ推進基本計画（案）計画名
提　出　先提出方法

農務課情報システム課持　　参
〒４４６－８５０１　住所不要
安城市役所農務課

〒４４６－８５０１　住所不要
安城市役所情報システム課郵　　送

〈７６〉１１１２ファクス
nomu@city.anjo.aichi.jpjohosys@city.anjo.lg.jpＥメール

市公式ウェブサイト内パブリックコメント
（http://www.city.anjo.aichi.jp/toiawase/iken/
index.html）へ

ウェブサイト
のフォームか

ら送信

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

に
よ
る
意
見
募
集
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し
た
農
業
の
普
及
拡
大
と
若
い
農

業
者
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

●
農
業
青
年
奨
励
部
門

山
下
 直
  木
 （福
釜
町
）

な
お
 
き

　
平
成
８
年
に
後
継
者
と
し
て
鉢

花
栽
培
を
開
始
し
、
同
時
に
安
城

市
温
室
園
芸
組
合
と
グ
リ
ー
ン
ウ

ェ
ー
ブ（
安
城
若
手
花
き
生
産
者

グ
ル
ー
プ
）に
加
入
。
Ｊ
Ａ
青
年

部
安
城
地
区
西
部
支
部
長
、
同
安

城
地
区
部
長
を
歴
任
。
平
成
　
年
２０

に
愛
知
県
農
協
青
年
組
織
協
議
会

委
員
長
、
Ｊ
Ａ
東
海
北
陸
地
区
青

年
組
織
協
議
会
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
務

め
、
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
安
城

市
の
農
業
発
展
に
尽
力
。

催
。
田
植
え
・
稲
刈
り
に
は
、
多

く
の
市
民
が
参
加
し
、
農
業
者
と

の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
地
産

地
消
や
食
育
へ
の
理
解
を
深
め
る

な
ど
、「
農
」の
あ
る
豊
か
な
地
域

づ
く
り
に
貢
献
。

●
営
農
部
門

浅
井
 清
  幸
 （和
泉
町
）

き
よ
 ゆ
き

　
安
城
市
温
室
園
芸
組
合
の
組
合

員
で
、
主
に
菊
の
切
花
を
生
産
。

平
成
　
年
に
、
生
産
部
会
の
枠
を

１９

超
え
て「
 碧
  海
 の
会（
先
進
技
術
検

あ
お
 
み

討
委
員
会
）」を
発
足
し
、
先
進
的

農
業
の
確
立
に
取
り
組
む
。
ヤ
ガ

類
防
除
と
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
し

た
黄
緑
色
の
ロ
ー
プ
ラ
イ
ト
を
メ

ー
カ
ー
と
と
も
に
開
発
・
導
入
し
、

農
薬
使
用
回
数
の
低
減
に
成
功
。

ま
た「
熱
Ｅ
Ｃ
Ｏ－

Ｆ
Ｉ
Ｎ
」を
率

先
導
入
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
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地
域
農
業
の
発
展
に
尽
く
し
た

人
な
ど
を
顕
彰
す
る
市
農
業
賞
の

受
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

●
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
実
行
委

員
会

　
田
ん
ぼ
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立

て
、
応
募
に
よ
る
絵
柄
を
元
に
、

色
の
違
う
稲
で
巨
大
ア
ー
ト
を
つ

く
る「
ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」

は
、「
日
本
デ
ン
マ
ー
ク
」の
再
興

と
夢
の
あ
る
安
城
農
業
の
実
現
を

目
指
し
、
平
成
　
年
か
ら
毎
年
開

１９

市
農
業
賞
受
賞
者
決
定

■問 
▼
農
務
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
３
）

７１

　
平
成
　

年
１
月
以
降
に
、
子
宮

２３

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
場
合
、
費
用
助
成
を

し
ま
す
。
昨
年
　

月
下
旬
に
、
対

１２

象
者
へ
お
知
ら
せ
と
接
種
券
を
送

付
し
ま
し
た
の
で
、
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
平
成
　

年
　

月
以
降
生

２２

１１

ま
れ
の
人
に
は
、
順
次
送
付
し
ま

す
。

　
す
で
に
接
種
を
開
始
し
て
い
る

場
合
は
、
残
り
の
回
数
分
の
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

●
と
き
　
１
月
９
日
掌
午
前
９
時

　
分
３０●

と
こ
ろ
　
安
城
消
防
署

●
内
容
　
分
列
行
進
・
消
防
訓
練
・

一
斉
放
水
な
ど

●
そ
の
他
　
駐
車
場
は
、
市
役
所

西
会
館
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い

●
対
象
　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

糸
中
学
１
年
生
～
高
校
１
年
生
 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
糸
生
後
２
か
月
～
５

歳
未
満

●
接
種
方
法
　
接
種
実
施
医
療
機

関
で
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

●
持
ち
物
　
接
種
券
・
母
子
健
康

手
帳
・
健
康
保
険
証

子
宮
頸
が
ん
な
ど

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
無
料
化

安
城
市
消
防
出
初
め
式■問 

▼
防
災
危
機
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
２
０
）

７１

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６
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日
本
に
住
む
　

～
　

歳
未
満
の

２０

６０

す
べ
て
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
　

歳
の
誕
生
月

２０

の
前
月
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

加
入
の
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
必
ず
返
信
し
て
く

だ
さ
い
。
後
日
、
年
金
手
帳
が
届

き
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
納
付
　
第
１
号
被
保

険
者
は
、
納
付
書
か
口
座
振
替
で

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
加
入
届
や
保
険
料
の
納
め

忘
れ
が
あ
る
と
、
年
金
が
受
給
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
学
生
や
収
入
が
少
な
く

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

人
は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
、
免
除
制
度
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
請
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
妊
娠
中
の
生
活
や
育
児
に
つ
い

て
、
体
験
し
な
が
ら
学
び
ま
す
。

●
と
き
　
２
月
５
日
松
午
前
９
時

　
分
～
　
時
　
分

２０

１１

５０

●
対
象
　
妊
婦
と
そ
の
夫

●
申
し
込
み
　

要
予
約
の
場
合
糸

１
月
６
日
昭
～
　
日
晶（
松
掌
抄

２８

を
除
く
）に
、
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

窓
口
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー（
緯〈
　
〉
７６

１
１
３
３
／
胃〈
　
〉１
１
０
３
）

７７

へそ
れ
以
外
糸
当
日
午
前
９
時
　
分
１０

～
　
時
に
直
接
同
セ
ン
タ
ー
へ

１１
※
い
ず
れ
も
先
着
順
。

■
赤
ち
ゃ
ん
体
操
と
交
流
コ
ー
ナ

ー（
要
予
約
）

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時

２０

１０

　
分
４０

※
所
要
時
間
１
時
間
　
分
。

１０

●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
体
操
で
赤
ち

ゃ
ん
と
の
接
し
方
な
ど
を
学
び
ま

す
。
ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
か
ら
、
妊
娠
・
出

産
・
育
児
の
体
験
談
を
聞
き
、
交

流
し
ま
す
。

　
な
お
、
高
校
生
が
、
命
の
大
切

さ
を
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
一
緒
に

参
加
し
ま
す

●
定
員
　
各
　
組
１０

■
抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
コ
ー
ナ

ー●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時
・

２０

１０

　
時
　
分
・
　
時
　
分

１０

４０

１１

２０

※
所
要
時
間
　
分
。

１５

●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
使
い
、

抱
っ
こ
と
オ
ム
ツ
交
換
を
体
験
し

ま
す

●
定
員
　
各
　
組
１２

■
妊
婦
疑
似
体
験
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

２０

１１

　
分
５０※

所
要
時
間
約
　
分
。

１０

●
内
容
　
妊
婦
体
験
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

を
着
用
し
、
妊
婦
の
日
常
生
活
を

体
験
し
ま
す

■
歯
の
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時
・

４０

１０

　
時
　
分
・
　
時
　
分
・
　
時

１０

２０

１０

４０

１１

※
所
要
時
間
約
　
分
。

１５

●
内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
を
む
し

歯
か
ら
守
る
た
め
に
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
の
話

※
参
加
者
に
、
む
し
歯
菌
を
簡
単

に
確
認
で
き
る
唾
液
テ
ス
ト
キ

ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

■
栄
養
の
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
・
　
時

４０

１０

　
分
・
　
時
・
　
時
　
分

２０

１１

１１

３５

※
所
要
時
間
約
　
分
。

１５

●
内
容
　
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
に
つ
い
て
、
料
理
カ
ー
ド

を
使
っ
て
簡
単
に
学
び
ま
す

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

●
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

２０

１１

　
分
５０●

内
容
　
赤
ち
ゃ
ん
の
事
故
予
防
・

知
っ
て
お
く
と
あ
わ
て
な
い
家
族

風
呂
の
注
意
事
項
・
妊
娠
中
や
産

後
の
生
活
で
気
を
つ
け
た
い
こ
と

に
つ
い
て
の
展
示
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

体
験
し
よ
う
！
親
育
て
教
室

■問 
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
１
）

７１

　
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

２０
被保険者の種類
学生・自営業・農林漁業など第１号被保険者
会社員・公務員など第２号被保険者
第２号被保険者に扶養されてい
る配偶者第３号被保険者

年金給付の種類
６５歳から生涯受給老齢基礎年金
病気やけがで障害が残ったとき
に受給障害基礎年金

夫が亡くなったときに、子のあ
る妻または子が受給遺族基礎年金

保険料免除・猶予制度
在学期間中の保険料を社会人に
なってから納めることができる
制度

学生納付特例制
度

経済的理由や災害に遭ったなど
の理由で保険料を納めることが
困難なとき、本人が申請し承認
を受ければ、保険料の全額か一
部が免除される制度。被保険者
が３０歳未満の若年者の場合は、
条件により納付が猶予される

保険料免除制度・
若年者納付猶予
制度


